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物
流
不
動
産
は
賃
貸
型
の
不
動
産

で
あ
り
、
収
益
は
利
用
す
る
テ
ナ
ン

ト
企
業
か
ら
の
賃
料
で
あ
る
た
め
、

企
業
の
経
営
状
況
が
反
映
さ
れ
る
。

日
本
経
済
は
、
先
行
き
不
透
明
な
状

況
が
続
く
。
コ
ロ
ナ
に
係
る
水
際
対

策
が
解
除
さ
れ
、
訪
日
外
国
人
は
戻

り
つ
つ
あ
る
。
リ
ア
ル
店
舗
に
も
人

が
戻
っ
て
き
た
。

一
方
で
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
の
長
期
化
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
材
料
の
高
騰
を
も

た
ら
し
、
企
業
収
益
を
圧
迫
し
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
隆
盛
を
誇
っ
た
Ｅ

Ｃ
の
領
域
で
は
、
人
材
投
資
や
開
発

投
資
を
急
拡
大
し
た
反
動
で
調
整
局

面
に
入
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、
安
定

し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
確
立
は

重
要
課
題
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
、
世
界
規
模
で
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
寸
断
を
も
た

ら
し
た
。
加
え
て
、
米
中
経
済
対
立

に
よ
る
〝
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
〟
も
国

内
の
企
業
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。
リ
ス
ク
回
避
の
対
策

と
し
て
、
国
内
で
は
適
切
な
在
庫
量

確
保
の
た
め
の
物
流
不
動
産
の
ニ
ー

ズ
の
高
ま
り
が
見
ら
れ
る
。

物
流
不
動
産
市
場
は
、
全
体
と
し

て
需
要
は
底
堅
い
も
の
の
、
物
件
の

大
量
供
給
で
空
室
率
が
上
昇
し
て
い

る
状
況
だ
。
需
要
が
牽
引
し
て
一
様

に
借
り
手
が
つ
い
た
貸
し
手
市
場
か

ら
、
テ
ナ
ン
ト
優
位
の
借
り
手
市
場

に
移
行
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。
物

件
の
立
地
、
機
能
、
コ
ス
ト
な
ど
に

よ
っ
て
選
別
さ
れ
る
ス
テ
ー
ジ
に

入
っ
た
。

３
年
余
り
続
い
た
コ
ロ
ナ
が
よ
う
や
く
収
束
に
向
か
っ
て
い
る
。
２０
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
巣
ご
も

り
消
費
で
Ｅ
Ｃ
利
用
が
拡
大
し
た
。
物
流
不
動
産
市
場
も
非
常
に
活
発
で
、
物
流
リ
ー
ト
は
一
人
勝
ち
と
言

わ
れ
た
時
期
も
あ
る
。
現
在
も
物
流
不
動
産
の
大
量
供
給
は
続
い
て
い
る
が
、
需
要
の
勢
い
は
鈍
化
し
て
き

た
よ
う
だ
。
新
規
参
入
も
多
く
、
物
件
に
よ
っ
て
も
明
暗
が
分
か
れ
て
い
る
。
物
流
不
動
産
は
既
に
踊
り
場

を
迎
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
要
因
が
渦
巻
く
な
か
、
不
透
明
感
を
増
す
物
流
不
動
産
市
場

を
概
説
す
る
。

株
式
会
社
イ
ー
ソ
ー
コ
総
合
研
究
所
取
締
役
会
長

大
谷
巌
一

現
在
多
数
供
給
さ
れ
て
い
る
フ
ァ

ン
ド
の
マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型
物
流
不

動
産
は
、
定
期
建
物
賃
貸
借
契
約
（
定

借
）
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
契
約

期
間
や
収
益
見
通
し
が
明
確
に
な
る

こ
と
か
ら
、
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
（
不
動
産
投

資
信
託
）
に
組
み
込
み
や
す
く
、
テ

ナ
ン
ト
に
と
っ
て
も
合
理
的
な
経
営

判
断
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

定
借
の
内
容
も
、
フ
ァ
ン
ド
物
件

で
は
、
か
つ
て
は
５
年
以
上
、
最
低

１
フ
ロ
ア
か
ら
の
契
約
が
通
例
だ
っ

た
が
、
テ
ナ
ン

ト
ニ
ー
ズ
と
互

い
に
歩
み
寄
る

形
で
、
今
や
２

～
５
年
、
フ
ロ

ア
の
分
割
賃
貸

も
珍

し

く

な

い
。
契
約
単
位

は
、
何
万
坪
単

位
か
ら
何
千
坪

単
位
に
細
切
れ

化
し
て
き
て
い

る
。都

市
型
施
設

に
お
い
て
は
、

何
百
坪
単
位
の

も
の
も
出
て
き

た
。
共
用
部
の

設
定
や
管
理
の

手
間
が
発
生
す

る
が
、
テ
ナ
ン

ト
分
散
効
果
で

空
室
リ
ス
ク
を

低
減
で
き
る
。

ま
た

近

年

で

は
、
一
定
期
間

の
賃
料
の
支
払

い
を
免
除
す
る

フ
リ
ー
レ
ン
ト
や
、
貸
主
の
同
意
の

も
と
賃
貸
面
積
の
一
部
を
転
貸
す
る

事
例
も
見
ら
れ
る
な
ど
、
総
じ
て
契

約
形
態
の
軟
化
が
進
ん
で
い
る
。

定
借
は
、
期
間
満
了
と
と
も
に
終

了
す
る
。
再
契
約
の
際
に
は
、
物
価

高
を
反
映
し
て
、
値
上
げ
を
提
示
さ

れ
る
こ
と
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
き

た
。
再
契
約
の
条
件
が
折
り
合
わ

ず
、
拠
点
の
見
直
し
、
移
転
な
ど
の

動
き
を
検
討
す
る
例
も
出
て
き
た
。

移
転
費
用
は
重
く
の
し
か
か
る
こ
と

か
ら
、
現
状
は
最
終
的
に
移
転
し
な

い
選
択
を
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か

し
、
事
業
は
変
化
を
し
続
け
る
。
物

件
の
大
量
供
給
に
よ
っ
て
テ
ナ
ン
ト

の
選
択
肢
も
増
え
、
い
ず
れ
ど
こ
か

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
定
借
終
了
後
の
リ

テ
ナ
ン
ト
が
活
発
化
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

現
状
で
は
、
環
状
七
号
線
内
（
消

費
立
地
）
と
外
環
自
動
車
道
（
消
費

立
地
／
生
産
立
地
）
の
リ
テ
ナ
ン
ト

は
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。
国
道
１６

号
（
生
産
立
地
／
消
費
立
地
）
の
リ

テ
ナ
ン
ト
は
テ
ナ
ン
ト
優
位
に
な
り

つ
つ
あ
り
、
圏
央
道
（
生
産
立
地
）

の
リ
テ
ナ
ン
ト
は
賃
料
低
下
と
テ
ナ

ン
ト
付
け
ま
で
の
空
白
期
間
が
長
く

な
っ
て
い
る
。
リ
テ
ナ
ン
ト
も
立
地

に
よ
る
勝
ち
負
け
の
明
暗
が
顕
著
に

な
っ
て
き
た
（
図
１
）。

安
定
し
た
収
益
で
、
物
流
不
動
産

の
開
発
投
資
は
、
依
然
と
し
て
旺
盛

で
あ
る
が
、
近
年
、
土
地
価
格
の
高

騰
及
び
新
規
参
入
に
よ
る
デ
ィ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
の
増
加
に
よ
っ
て
、
開
発

用
地
の
仕
入
れ
競
争
は
ま
す
ま
す
激

化
し
て
き
て
い
る
。
入
札
案
件
の
落

札
価
格
は
、
軒
並
み
相
場
を
超
え
た

水
準
と
な
っ
て
い
る
。
用
地
取
得
費

用
の
増
加
は
賃
料
設
定
に
反
映
さ

れ
、
テ
ナ
ン
ト
リ
ー
シ
ン
グ
に
も
か

か
わ
る
。

開
発
が
難
し
く
な
る
中
、
用
地
選

定
に
も
知
恵
を
絞
る
必
要
が
あ
る
。

土
地
の
規
模
や
形
状
が
多
少
悪
く
て

も
、
建
築
計
画
を
工
夫
す
る
こ
と
で

事
業
化
す
る
た
め
、
よ
り
高
度
な
目

利
き
や
計
画
の
力
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
物
流
の
使

い
勝
手
は
荷
主
企
業
の
業
種
に
よ
っ

て
も
異
な
る
が
、
拠
点
戦
略
は
物
流

の
合
理
化
が
狙
い
で
あ
る
た
め
、
使

い
づ
ら
い
建
物
と
な
る
と
、
テ
ナ
ン

ト
の
引
き
合
い
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
影

響
す
る
。

資
金
力
の
あ
る
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

は
、
長
期
戦
略
か
ら
低
コ
ス
ト
で
取

得
可
能
な
市
街
化
調
整
区
域
の
用
地

を
取
得
し
、
地
区
計
画
に
よ
る
開
発

許
可
取
得
等
で
、
時
間
を
か
け
た
開

発
案
件
を
増
や
し
て
い
く
可
能
性
が

高
い
。
物
流
会
社
、
荷
主
企
業
が
確

定
し
て
い
る
場
合
に
は
、
物
流
効
率

化
法
の
活
用
に
よ
る
開
発
も
可
能
で

あ
る
。

「
物
流
２
０
２
４
年
問
題
」
を
背

景
に
、
中
継
拠
点
と
し
て
の
ニ
ー
ズ

も
高
い
。
中
継
輸
送
と
は
、
１
つ
の

輸
送
行
程
を
複
数
の
ド
ラ
イ
バ
ー
で

分
担
し
貨
物
を
輸
送
す
る
も
の
。
ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
は
、
「
ラ
ス
ト
ワ
ン

マ
イ
ル
」
で
配
達
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー

が
注
目
さ
れ
が
ち
だ
が
、
同
様
に
深

刻
な
の
が
、
長
距
離
輸
送
を
担
う
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
だ
。

高
齢
化
が
目
立
ち
、
人
手
不
足
解

消
の
た
め
労
働
条
件
の
改
善
が
叫
ば

れ
て
き
た
。
中
継
拠
点
の
設
置
に
よ

り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
中
継
拠
点
に
荷

物
を
持
ち
込
む
こ
と
で
、
目
的
地
ま

で
の
距
離
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

労
働
時
間
の
短
縮
に
つ
な
が
る
。
法

改
正
ま
で
時
間
も
迫
る
中
、
様
々
な

解
決
策
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。

今
回
注
目
し
た
い
の
は
、
「
シ
ェ

ア
・
ク
ロ
ス
」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス

だ
。
中
継
輸
送
・
ク
ロ
ス
ド
ッ
キ
ン

グ
や
積
み
替
え
の
実
施
を
検
討
す
る

事
業
者
に
対
し
、
即
効
性
の
あ
る
実

施
手
段
（
積
み
替
え
を
行
う
場
所
、

荷
役
作
業
、
積
み
替
え
後
の
輸
送
を

行
う
車
両
手
配
）
を
提
供
す
る
こ
の

サ
ー
ビ
ス
だ
。

こ
う
し
た
Ｄ
Ｘ
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
２４
年
問
題
を
解
決
す
る
一
助
と

な
る
だ
ろ
う
。

人
口
集
積
エ
リ
ア
で
あ
る
環
状
七

号
線
の
内
側
、
都
心
の
消
費
地
立
地

で
は
、
高
度
化
、
多
様
化
す
る
消
費

者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
「
ラ
ス
ト
ワ
ン

マ
イ
ル
拠
点
」
と
し
て
の
物
流
不
動

産
供
給
が
進
む
。

以
前
は
、
都
市
部
に
お
け
る
物
流

不
動
産
の
計
画
は
、
ニ
ー
ズ
と
単
価

が
釣
り
合
わ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い

た
が
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
俯
瞰

（
ふ
か
ん
）
的
に
捉
え
る
と
、
雇
用

確
保
の
面
か
ら
も
優
位
性
が
あ
り
、

都
市
部
に
あ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
が

改
め
て
見
直
さ
れ
て
き
て
い
る
。

都
市
部
で
は
ま
と
ま
っ
た
規
模
の

開
発
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
既
存
物

件
の
活
用
に
よ
る
１
０
０
０
～
３
０

０
０
坪
と
い
っ
た
中
規
模
の
供
給
が

多
か
っ
た
が
、
最
近
で
は
製
造
業
か

ら
の
業
態
変
更
な
ど
に
よ
り
、
何
万

坪
も
の
規
模
の
あ
る
大
型
物
件
の
計

画
が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。

大
田
区
平
和
島
で
は
、
老
舗
の
東

京
流
通
セ
ン
タ
ー
が
建
て
替
え
計
画

を
進
め
る
。
先
に
着
手
し
た
Ｂ
棟
は

既
に
完
成
し
稼
働
し
て
お
り
、
次
の

Ａ
棟
も
竣
工
間
近
で
あ
る
。

江
戸
川
区
葛
西
で
は
、
ア
ラ
イ
プ

ロ
バ
ン
ス
が
鉄
工
所
の
跡
地
を
活
用

し
、
２
棟
の
大
型
計
画
を
進
め
る
。

板
橋
区
舟
渡
で
は
、
三
井
不
動
産

と
日
鉄
興
和
不
動
産
が
、
日
本
製
鉄

の
工
場
跡
地
で
計
画
を
進
め
る
。
既

に
ヤ
マ
ト
運
輸
の
入
居
が
決
定
し
て

お
り
、
ク
ー
ル
宅
急
便
の
配
送
拠
点

と
し
て
活
用
さ
れ
る
予
定
だ
。
ま

た
、
免
震
や
非
常
用
発
電
機
な
ど
の

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、
事
務
所

や
冷
蔵
設
備
の
造
り
込
み
や
ロ
ボ
ッ

ト
・
Ｄ
Ｘ
の
稼
働
に
対
応
す
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
を
想
定
し
、

機
能
が
進
化
し
て
い
る
。

好
立
地
の
ハ
イ
ク
ラ
ス
物
件
の
供

給
は
、
周
辺
の
物
流
不
動
産
に
も
少

な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
る
の
で
は
な

い
か
。
物
流
不
動
産
は
堅
牢
で
大
空

間
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
汎
用
性
が
高

く
、
別
用
途
へ
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

や
有
効
活
用
を
改
め
て
検
討
す
る
と

き
が
く
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

図１

明暗分かれるも底堅く推移

活
発
化
す
る
リ
テ
ナ
ン
ト

堅
調
に
推
移
も
テ
ナ
ン
ト
優
位
に

用
地
の
選
定
と
開
発
動
向

契
約
形
態
の
軟
化
と
リ
テ
ナ
ン
ト

２
０
２
４
年
問
題
と
対
応
策

中
継
地
点
と
し
て
の
地
方
の
物
流
不
動
産

大
規
模
施
設
、
東
京
２３
区

内
に
も
続
々
開
発
へ
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コ
ロ
ナ
禍
で
Ｅ
Ｃ
の
伸
び
率
は

２１
・
７１
％
と
拡
大
。
こ
れ
に
よ
り
、

物
流
不
動
産
の
ニ
ー
ズ
は
急
成
長
し

た
。
日
本
の
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
の
Ｅ
Ｃ
化
率

は
全
体
で
８
・
７８
％
。
１３
年
の
市
場

規
模
が

５
兆
９
９
３
１
億
円
、
２１

年
ま
で
の
８
年
間
で
約
２
・
２
倍
と

な
り
、
Ｅ
Ｃ
化
率
も
同
様
に
約
２
・

２
倍
と
な
っ
た
。
現
在
一
部
で
そ
の

反
動
が
出
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
か

ら
の
規
模
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い
る

食
品
・
飲
料
は
Ｅ
Ｃ
化
率
３
・
３１
％

と
ま
だ
低
く
、
成
長
余
地
は
非
常
に

大
き
い
。
な
か
で
も
半
調
理
品
、
ミ
ー

ル
キ
ッ
ト
な
ど
の
中
食
向
け
商
品
の

伸
び
に
期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
。

生
鮮
品
な
ど
の
配
送
を
前
提
と
し

た
場
合
、
そ
れ
を
消
費
す
る
居
住
地

と
の
近
接
性
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な

る
。
大
消
費
地
で
あ
る
東
京
都
心
エ

リ
ア
に
は
、
こ
れ
ら
の
食
品
類
を
配

送
す
る
た
め
の
「
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ

ル
」
の
配
送
網
の
構
築
が
必
要
と
な

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

海
外
主
要
国
の
Ｅ
Ｃ
化
率
を
見
る

と
中
国
で
４４
％
、
米
国
で
は
１４
％
と

ま
だ
成
長
途
上
に
あ
る
こ
と
が
伺
え

る
。
食
品
の
ほ
か
、
化
粧
品
・
医
薬

品
な
ど
の
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
医
薬
品
物
流
は

こ
れ
か
ら
拡
大
す
る
と
見
ら
れ
、
東

京
２３
区
内
や
外
環
道
の
内
側
エ
リ
ア

は
、
こ
う
し
た
配
送
の
倉
庫
適
地
と

し
て
価
値
が
高
ま
っ
て
き
た
。
そ
こ

で
必
要
と
な
る
の
が
、
冷
蔵
・
冷
凍

設
備
を
備
え
た
倉
庫
需
要
だ
。
食
品

加
工
や
厨
房
設
備
を
備
え
た
施
設
と

し
て
、「
Ｅ
Ｃ
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
」

に
特
化
し
た
物
流
不
動
産
が
都
心
部

で
多
く
開
発
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
同

様
に
、
Ｅ
Ｃ
と
物
流
不
動
産
の
需
要

拡
大
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

首
都
圏
の
開
発
エ
リ
ア
、
外
環
自

動
車
道
（
消
費
立
地
／
生
産
立
地
エ

リ
ア
）
と
国
道
１６
号
線
周
辺
の
（
生

産
立
地
／
消
費
立
地

エ
リ
ア
）
で

は
、
満
室
ま
で
の
期
間
が
や
や
長
期

化
し
て
い
る
も
の
の
、
成
約
賃
料
と

テ
ナ
ン
ト
需
要
は
安
定
し
て
い
る
。

圏
央
道
に
位
置
す
る
「
生
産
立
地
エ

リ
ア
」
は
賃
料
、
成
約
率
は
と
も
に

低
下
傾
向
に
あ
り
、
空
室
率
の
高
ま

り
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
開
発
エ
リ

ア
の
地
域
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
。

今
後
、
数
年
間
は
大
量
供
給
が
続

き
、
供
給
過
剰
が
危
ぶ
ま
れ
て
い

る
。
空
室
率
の
増
加
は
避
け
ら
れ
な

い
が
、
底
堅
い
実
需
と
と
も
に
、
リ
ー

ト
市
場
も
手
堅
く
推
移
す
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

最
大
顧
客
と
な
る
物
流

業
で
は
、
２４
年
問
題
の
解

決
変
革
が
喫
緊
の
課
題

だ
。
変
革
の
動
向
が
物
流

不
動
産
に
及
ぼ
す
影
響
を

注
視
し
て
い
く
。

オ
フ
ィ
ス
や
商
業
施

設
、
ホ
テ
ル
の
稼
働
率
は

コ
ロ
ナ
の
一
段
落
で
戻
り

つ
つ
あ
る
が
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
の
浸
透
や
Ｅ
Ｃ
の

進
展
、
新
た
な
変
異
ウ
イ

ル
ス
の
発
生
な
ど
の
不
安

定
要
素
が
あ
る
。
こ
れ
ら

に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
状

況
下
に
あ
っ
て
も
、
モ
ノ

の
動
き
は
な
く
な
ら
な
い

こ
と
か
ら
、
物
流
の
要
所

と
な
る
物
流
不
動
産
の
価

値
は
高
ま
る
可
能
性
が
あ

る
。
先
行
き
の
不
透
明
な

不
確
実
性
の
な
か
に
あ
っ

て
も
、
物
流
不
動
産
の
需

要
は
底
堅
く
推
移
す
る
こ

と
だ
ろ
う
。

首
都
圏
マ
ー
ケ
ッ
ト

●
空
室
率

首
都
圏
で
の
マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型

物
流
不
動
産
の
空
室
率
は
、
２２
年
下

半
期
に
５
％
を
超
え
る
数
値
を
記
録

し
て
い
た
が
、
２３
年
に
入
り
大
幅
に

上
昇
し
、
現
在
は
８
％
を
超
え
て
い

る
。
こ
の
背
景
に
は
、
過
去
最
大
規

模
の
新
規
供
給
が
あ
る
。
前
回
調
査

後
の
新
規
竣
工
物
件
だ
け
で
も
約
３０

万
坪
に
上
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
圏

央
道
周
辺
で
数
多
く
竣
工
し
た
大
型

物
件
の
リ
ー
シ
ン
グ
が
低
調
で
あ
っ

た
こ
と
も
、
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
る
。

各
エ
リ
ア
別
に
み
て
い
く
と
「
湾

岸
エ
リ
ア
」
は
、
一
時
期
は
１０
％
を

超
え
て
い
た
が
現
在
は
５
％
を
切
る

数
値
で
推
移
し
て
い
る
。
「
外
環
エ

リ
ア
」
は
竣
工
物
件
の
リ
ー
シ
ン
グ

が
好
調
で
、
１
％
を
下
回
っ
て
い

る
。
「
国
道
１６
号
エ
リ
ア
」
は
新
規

の
大
量
供
給
が
あ
っ
た
影
響
に
よ
り

前
回
よ
り
も
大
幅
に
上
昇
し
１０
％
を

超
え
て
い
る
。
こ
の
先
も
供
給
が
続

く
こ
と
も
あ
り
、
し
ば
ら
く
は
高
い

水
準
の
推
移
が
予
想
さ
れ
る
「
圏
央

道
エ
リ
ア
」
も
前
回
か
ら
大
幅
に
上

昇
し
て
い
る
。「
国
道
１６
号
エ
リ
ア
」

と
同
様
に
、
新
規
供
給
物
件
が
空
室

を
残
し
た
状
態
で
竣
工
を
迎
え
た
こ

と
が
要
因
で
１０
％
を
超
え
る
数
値
と

な
っ
て
い
る
。

２３
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
首
都
圏

の
竣
工
物
件
の
延
床
面
積
は
昨
年
を

上
回
る
勢
い
で
１
０
０
万
坪
を
越
え

て
い
る
。
竣
工
前
に
延
床
面
積
の
多

く
で
テ
ナ
ン
ト
内
定
し
て
い
る
物
件

も
み
ら
れ
る
が
、
２３
年
下
半
期
も
依

然
と
し
て
新
規
竣
工
物
件
が
控
え
て

い
る
た
め
、
空
室
率
は
大
き
く
下
が

ら
な
い
こ
と
が
予
見
さ
れ
る
。

●
賃
料
水
準

首
都
圏
全
体
の
平
均
募
集
坪
単
価

は
、
２２
年
下
半
期
に
引
き
続
き
、
２３

年
に
入
っ
て
か
ら
も
、
４
５
０
０
円

前
後
で
推
移
し
て
い
る
。
「
湾
岸
エ

リ
ア
」
と
「
外
環
エ
リ
ア
」
の
物
流

不
動
産
の
需
要
は
根
強
く
あ
り
、
上

昇
基
調
に
あ
る
。
一
方
で
、
「
圏
央

道
エ
リ
ア
」
と
「
国
道
１６
号
エ
リ
ア
」

は
、
横
ば
い
の
様
相
だ
。

近
畿
圏
マ
ー
ケ
ッ
ト

●
空
室
率

近
畿
圏
で
の
空
室
率
は
、
２２
年
下

半
期
に
２
％
弱
を
推
移
し
て
い
た

が
、
２３
年
に
入
る
と
前
回
調
査
後
か

ら
す
で
に
１５
万
坪
を
越
す
供
給
が
あ

り
、
５
％
に
迫
る
勢
い
だ
。
現
状
は

需
要
を
上
回
る
ペ
ー
ス
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
今
後
は
新
規
供
給
予
定

も
少
な
く
幅
広
い
業
種
か
ら
の
需
要

も
あ
る
た
め
、
空
室
率
は
大
き
く
増

加
し
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

●
賃
料
水
準

近
畿
圏
の
平
均
坪
単
価
は
、
２２
年

下
半
期
に
４
０
０
０
円
前
後
で
推
移

し
て
い
た
が
、
賃
料
水
準
が
低
い
地

域
で
の
物
件
が
竣
工
し
た
こ
と
で
微

減
。
今
後
も
募
集
賃
料
は
高
水
準
を

保
持
し
て
い
く
と
見
込
ま
れ
る
。

物流不動産の市場は、特集ロゴ

食
品
Ｅ
Ｃ
に
伸
び
し
ろ

リ
ス
ク
の
少
な
い
物
流
不
動
産


